
農業者 農業者以外 合計

4月2日 8:00 ～ 10:00 2 :00 5 2 7 3 点検・機能診断（全施設） 1  

4月5日 10:00 ～ 12:00 2 :00 3 2 5 11 監査  

4月5日 19:00 ～ 21:00 2 :00 5 5 10 8 年度活動計画の策定  

4月15日 19:00 ～ 21:00 2 :00 23 31 54 9 総会  

4月28日 9:00 ～ 11:00 2 :00 2 1 3 95 水田からの排水（濁水）管理 1 水守当番

〃 〃 ～ 〃 〃 〃 〃 〃 140 広報（パンフ・広報誌作成・看板設置等） 〃 濁水防止のぼり旗設置

4月29日 9:00 ～ 11:00 2 :00 2 1 3 95 水田からの排水（濁水）管理 1 水守当番

5月3日 9:00 ～ 11:00 2 :00 2 1 3 95 水田からの排水（濁水）管理 1 水守当番

5月6日 9:00 ～ 11:00 2 :00 2 1 3 95 水田からの排水（濁水）管理 1 水守当番

5月15日 8:00 ～ 11:00 3 :00 18 0 18 21 畦畔等の草刈 2  

〃 〃 ～ 〃 〃 〃 〃 〃 40 水路法面等の草刈 〃  

〃 〃 ～ 〃 〃 〃 〃 〃 60 農道の草刈 〃  

7月28日 9:00 ～ 11:00 2 :00 5 23 28 90 生きもの調査・学習会 1 生き物観察会

8月17日 15:00 ～ 17:00 2 :00 5 0 5 15 異常気象時の見回り 1 台風10号後の施設の見回り

10月6日 9:00 ～ 15:00 5 :00 10 2 12 45 水路の目地詰め 1  

11月1日 19:00 ～ 21:00 2 :00 20 0 20 80 農業者による検討会の開催 保全管理について検討

実施
時間

参加者

組織（集落）名：

備考

まるごと活動日報

○○○○地域資源保全会

日付 活動番号
日当支払
日当整理帳

の番号等

活動内容（自動表示されます）時間

■まるごと活動日報様式変更について 『まるごと活動日報』から
国様式の『多面的機能支払交付金 活動記録』へ様式を変更します。
活動番号につきましても、別紙のとおり変更となります。

旧



（様式第１－６号） 組織名︓

年度 多⾯的機能⽀払交付⾦ 活動記録 ○○○〇地域資源保全会

★「実施時間」には休憩時間を含めず、実働時間を記入してください。

開始時刻 実施時間

4/5 8:00 4.0時間 3人 2人 5人 1 24 25 26 27 農地維持,共同,共
同,共同,共同

点検,機能診断,機能診断,
機能診断,機能診断

1 点検,24 農⽤地の機能診断,25 ⽔路の機能診
断,26 農道の機能診断,27 ため池の機能診断

4/5 8:00 4.0時間 3人 2人 5人 2 28 34 35 36 農地維持,共同,共
同,共同,共同

計画策定,計画策定,生態系
保全,⽔質保全,景観形成・
生活環境保全

2 年度活動計画の策定,28 年度活動計画の策定,34
生物多様性保全計画の策定,35 ⽔質保全計画、農地
保全計画の策定,36 景観形成計画、生活環境保全計
画の策定

4/6 8:00 2.0時間 2人 1人 3人 51 啓発・普及 51 啓発・普及活動 のぼり旗の設置

4/10 8:00 4.0時間 12人 15人 27人 5 7 8 10
農地維持,農地維
持,農地維持,農地
維持

農⽤地,⽔路,⽔路,農道
5 畦畔・法⾯・防⾵林の草刈り,7 ⽔路の草刈り,8
⽔路の泥上げ,10 農道の草刈り

4/15 8:30 1.5時間 2人 1人 3人 101 共同 ⽔質保全 101 ⽔⽥からの排⽔（濁⽔）管理（⽔質保全） 濁水管理　1回目

4/20 8:30 1.5時間 2人 1人 3人 101 共同 ⽔質保全 101 ⽔⽥からの排⽔（濁⽔）管理（⽔質保全） 濁水管理　2回目

4/25 8:30 1.5時間 2人 1人 3人 101 共同 ⽔質保全 101 ⽔⽥からの排⽔（濁⽔）管理（⽔質保全） 濁水管理　3回目

★「活動項目番号」欄には、実施要領別記1-2の国が定める活動指針における取組の番号及び要領第1の２の(1)に基づき都道府県が定める要綱基本方針において追加された
   活動項目の番号を記入します。その他、事務処理は200番、会議等は300番を記入します。
　同一日に複数の活動を行った場合は、該当する全ての活動項目番号を左詰めで一行に記入してください。番号欄が足りない場合は、複数行に分けて記入してください。

活動実施日時 活動参加人数 活動内容

備考（具体的な活動内容を記入）
日付

実施時間
農業者

農業者
以外

総参加
人数

支払区分 活動区分 活動項目
活動項目番号（左詰め）

新

活動項目番号を入力すると自動的に表示されます。



1 耕作放棄地の有無の確認 20 40 60 70

2 獣害防護柵の点検 21 41 61 71

3 点検・機能診断（全施設） 22 42 62 72

4 点検・機能診断（農用地） 23 43 63 農道の砂利補充や路面整形 73 堤体の早期補修

5 点検・機能診断（水路） 24 農用地法面の補修 44 64 農道路肩や法面の補修 74 ゲート等付帯施設の補修

6 点検・機能診断（農道） 25 畦畔の畦塗・補修 45 水路の目地詰め 65 アスファルト舗装の補修 75

7 点検・機能診断（ため池） 26 暗渠排水施設の清掃 46 水路横の穴埋め（土・砂利） 66 農道側溝の目地詰め 76 浄化池の管理

8 27 農用地の除れき 47 水路法面の補修 67 農道側溝の補修 77 浄化池の点検

9 総会 28 獣害防護柵の新設・補修 48 水路本体の破損個所補修 68 78 浄化池の清掃

10 会議・打合せ 29 獣害防護柵周辺の草刈り 49 枡やゲート等付帯施設の補修 79 浄化池の補修

11 30 獣害対策（追い払い・監視） 50 パイプラインの補修

12 31 51 パイプライン内の清掃

13 事務に関する研修 52 給水栓の補修・管理

14 技術に関する研修 53 仕切弁・空気弁等の補修

15 異常気象時の見回り 54 水路の二次製品・現場打の新設

16 異常気象時の応急処置 55 水路の二次製品・現場打の入れ替え

80 90 生きもの調査・学習会 101 農業用水の地域用水としての利用 120 計画 140 広報（パンフ･広報誌作成･看板設置等）

81 91 在来動植物の放流・育成活動 102
農道・水路・ため池法面等への植栽・
管理

121 見回り 141 啓発（勉強会・活動報告会等）

82 92 外来種の駆除 103 花壇やプランターの設置・管理 122 設置・管理・操作 142 地域住民等との交流活動

83 93 希少種の監視 104 農用地等を活用した景観形成活動 123 補修 143 先進地視察

84 94 生物の生活史を考慮した適正管理 105 伝統的施設や農法の保全・実施 144 学校教育等との連携

85 95 水田からの排水（濁水）管理 106 クリーン作戦（清掃ごみ拾い活動） 145 行政機関等との連携

96 水質モニタリングの実施・記録管理 107 家庭生ごみのたい肥化

97 グリーンベルトの設置・適正管理 108 間伐材等を利用した防護柵等の適正管理

98
水質保全を考慮した施設の適正管理
（木炭等による浄化）

109 農業水の反復利用 130 150

99 循環かんがいの実施 110 小水力発電施設の適正管理 131 151

100 非かんがい期における通水 132 152

153

154

155

Ver.1

啓発・普及活動

啓
発

普
及

水
質
浄
化
池

監査

ため池の草刈

ため池の泥上げ

ゲート類の保守管理

休耕地の保全管理

農地周りの共同活動の強化

補
修

補
修

水
質
保
全

景
観
形
成
・
生
活
環
境
保
全

資
源
循
環

獣
害

モニタリングの実施・記録

ため池法面への防草シート設置・適正管理

防災・減災力の強化

田
ん
ぼ
ダ
ム

設置・工事

生態系保全型

計画

農道の草刈

路肩法面の防草シートの設置・適正管理

側溝の泥上げ

多面的機能の増進を図る活動

遊休農地の有効活用

医療・福祉との連携

伝統文化継承を通じた農村コミュニティの
強化

会
議

年度活動計画の策定

事務処理・会計処理

研
修

異
常
気
象

砂利道からアスファルトへの舗装

補
修

水路法面等の草刈

ポンプ場内の草刈

環境保全活動

地域住民による直営施工

畦畔・法面防草シートの設置・適正管理

カバープランツの植栽・管理

畦畔等の草刈

補
修

防風林の管理

新
設
更
新

農道

有識者等による研修会・検討会

農業者による検討会の開催

農業者に対する意向調査・現地調査

不在地主との連絡体制の整備

地域住民等との意見交換会

地域住民等に対する意向調査・集落内調査

水路法面への防草シートの設置・適正管理

水路の泥上げ

ポンプ・ゲート類の保守・管理

点
検
・
機
能
診
断

生
態
系
保
全

地域資源の適切な保全管理のための推進活動 環境保全活動 防災減災型

活動実施項目一覧表　【農地維持・資源向上（共同活動）】

ため池・水質浄化池事務・会議・共通 農用地 水路

【旧】



番号 番号

1 耕作放棄地の把握､水路･農道･ため池施設の点検 200 事務処理､会計処理

24 農用地の機能診断･記録管理 総会(活動計画､予算等)【議事録の提出が必要】

25 水路の機能診断･記録管理 会計監査【決算資料と監査報告書の提出が必要】

26 農道の機能診断･記録管理 会議･打合せ

27 ため池の機能診断･記録管理(対象施設として位置付けている組織のみ)

2 年度活動計画の策定(農地維持活動) 番号

28 年度活動計画の策定(資源向上活動) 17 農業者による検討会【会議録の提出が必要】

34 生態系保全計画の策定

35 水質保全･農地保全計画の策定 番号

36 景観形成･生活環境保全計画の策定 パンフ･広報誌作成､のぼり旗･看板設置

｢事務･組織運営等に関する研修｣の受講 勉強会･活動報告会

｢機械の安全使用に関する研修｣の受講 地域住民等との交流活動

29 ｢機能診断･補修技術等に関する研修｣の受講 学校教育等との連携

16 異常気象時(大雨･台風･地震等発生後)の見回り､応急処置 行政機関等との連携

番号 番号

4 遊休農地を発生させないための保全管理 39 生物の生息状況の把握(生き物観察会の開催等)

5 畦畔の草刈り 40 外来種の駆除(外来植物や生物の駆除)

6 獣害柵の簡易な補修や周辺の草刈り 生物多様性保全に配慮した施設の適正管理(魚道等の設置･管理)

法面の補修 遊休農地等のビオトープとしての位置付け･維持管理

畦畔の破損箇所の補修 保全する生物の生活史に配慮した草刈り･泥上げ

暗渠排水の清掃 放流･植栽を通じた在来生物の育成

除れき 希少種の定期的な監視

獣害柵の補修(簡易でないもの)･設置

防草シートの設置､薬剤による除草 番号

101 水田からの排水(濁水)管理(年4回以上)【記録の提出が必要】

番号 42 水質モニタリングの実施･記録管理(透視度調査)

7 法面等の草刈り

8 泥上げ 番号

9 ゲート類の注油や塗装等の保守･管理 水路法面や農道路肩への植栽

側壁のはらみ修正 遊休農地等を活用した景観作物の作付け

目地詰め 46 水路･農道等のゴミ拾い

コンクリート構造物の表面コーティング 農業用水を防火用水として利用

沈下に対する補修 はさ掛け､虫送り等の伝統農法の実践

側壁の裏込材の充填､水路溝畔の補修

藻等の除去 番号

法面の補修 56 農村環境保全活動の幅広い展開

破損箇所の補修

給水栓の補修

空気弁等の補修

防草シートの設置､薬剤による除草 番号

37 水田貯留機能増進に係る地域計画の策定

番号 103 水田の貯留機能向上活動(設置･管理･操作)

10 路肩･法面の草刈り

12 砂利･砕石による未舗装農道の窪み補修 番号

路肩･法面の補修 34 生物多様性保全計画の策定

舗装路面の破損箇所の補修 104 水田魚道の設置

防草シートの設置､薬剤による除草 105 水路魚道の設置

106 生息環境向上施設の設置

番号 107 生物の移動経路の確保

13 法面の草刈り

14 泥上げ 番号

ため池の清掃等 102 水質浄化池の機能維持増進活動

管理道の草刈や窪み補修等

ゲート類の保守管理

遮水シートの補修

コンクリート構造物の目地詰め

コンクリート構造物の表面コーティング 必須活動・・・毎年度必ず実施
堤体侵食の補修

堤体の破損箇所の補修

防草シートの設置､薬剤による除草

附帯施設の破損箇所の補修

300

活動実施項目一覧表【農地維持･資源向上(共同活動)】

30

31

32

15

農　　道

【防災減災型】に取り組まれる組織のみ

【生態系保全型】に取り組まれる組織のみ

多面的機能の増進を図る活動

41

33

どちら
か１つ
を実施

共　　通

農　用　地

事務･会議

地域資源の適切な保全管理のための推進活動

啓発･普及活動

水　　路

45

47

【環境保全型】に取り組まれる組織のみ

た　め　池　（対象施設として位置付けている組織のみ）

協定期
間内に
各１回
以上受

講

3
51

生態系保全

水質保全

景観形成･生活環境保全

【新】


